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ナノ構造研究所発足に当たって

財団法人ファインセラミックスセンター
専務理事　ナノ構造研究所長

種村　榮

　産業技術の基盤技術として近年大きな期待を持たれている「ナノテクノロジー」に関
して、微構造解析技術と計算材料設計技術に特化した研究開発活動を展開し、材料の設計・
製造指針の提供を行い、産業界が求める「ものづくり」技術の一層の高度化、競争力強化
に貢献する目的で『ナノ構造研究所』を、平成１９年４月に中部経済連合会の強力な支援
の下にJFCC内に従前の『材料技術研究所』と並列組織として発足できました。本構想実
現に奔走されました故柳田博明先生をはじめ、関係者の皆様方、さらには設立資金寄付
にご理解を賜りました各企業・団体にこの場を借りて改めて御礼申し上げたいと思いま
す。
　新研究所は非常に小さな組織として先ず発足しましたが、産業界からの熱い期待に応
えるために、本構想実現に向けて策定しました長期計画に従って、研究分野・課題の拡大、
人的研究資源拡大、さらには高度研究機器充実等の課題を着実に進めて参る所存です。
産業界の皆様にはこの新研究所を皆様のアウトソージングに値する研究所として大き
く育てて頂きますよう、一層のご支援と忌憚無いご意見をお願い致します。尚、従前から
の『材料技術研究所』は、最近のナノテクノロジーでは「ボトムアップナノテクノロジー
や自己組織化」が重要になってきていることに鑑み、ナノ材料の創製プロセスとその特
徴的なマクロ材料特性評価の研究開発等を通して、産業界からの様々なナノテクノロジー
のニーズに対応させて頂きたいと思っております。
　皆様に新研究所、あるいはそこで取り組む研究課題の重要性をご理解頂く目的で、「釈
迦に説法」のきらいはありますが、ナノテクノロジーが何故注目され現在必要とされる
かを、科学史上の観点を含めて以下に纏めておきます：
　科学技術の発展が市場経済の富の生産に直接繋がることは、１７６９-７４年のワッ
ト式蒸気機関の発明が産業革命に結びついて以来強く意識されてきました。現在の電子・
情報化社会を支えている発見は、１８３１年のファラディーによる電磁誘導の法則、１
８７０年のマックスウエルによる光の電磁理論の完成、及び１９０９年ノーベル物理学
賞を受賞したマルコーニによる無線通信の発見です。では、２１世紀の経済発展を担う
発見はと言えば、やはり１９２２年・３２～３３年にかけてノーベル物理学賞を相次い
で受賞した、ボアー、ハイゼンベルグ、シュレーディンガー、及びディラック等の量子力
学の完成と１９６２年のノーベル生理学・医学賞のワトソン、クリック、ウイルキンスに
よるＤＮＡ二重螺旋の発見の２つでしょう。前者は当にナノテクノロジー、後者はゲノ
ムテクノロジーの基礎であります。こうしてみれば、ナノテクノロジーは当に人類発展
のキーテクノロジーとして必然的です。
　具体的には、主要な応用分野の一つである電子情報分野において、トランジスタのダ
ウンサイジングにより集積度を上げるのに、現在のシリコンテクノロジーでは本質的な
障壁（ゲート絶縁膜の厚さを原子サイズ以下にできないという）に近づいており、量子ドッ
トによる単電子素子やＤＮＡチップなどのナノスケール素子にトランジスタを置き換
えるなどの「ボトムアップナノテクノロジー」への期待は大きいのです。また、「技術の地
球環境との調和」が至上命題になっている今、資源に乏しい我が国での開発哲学として、
開発材料は自ずと、極少量で十分な機能を発現する、省資源「ナノ材料」に注目せざるを
得ないところにも重要性が隠れています。
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ナノ構造研究所がスタート

　かねてから中部経済連合会とともに準備を進めてきた「ナノ構造研究所（通称：ナノテクセンター）」につきましては、
4月にＪＦＣＣの組織改正を行い、材料技術研究所と並立する新たな研究所として業務を開始しました。
　ナノ構造研究所では、①世界トップ級透過電子顕微鏡技術や各種表面解析技術で構成する「微構造解析技術」、②理
論計算に基づいて合理的に材料を開発する「計算材料設計技術」を車の両輪として、原子・電子構造の視点から現象を
解明し、産業界が求めるものづくり技術の一層の高度化・競争力の強化に貢献してまいります。

　4月19日には、ＪＦＣＣの瀬谷博道会長、中経連の豊田芳年会長をはじめ両団体の役員及び建設業者により、増築す
る建屋の起工式を行いました。

　また、同日起工式の後にはＪＦＣＣ内において、北畑経済産業事務次官、神田愛知県知事、松原名古屋市長をはじめ
産官学の関係者の方々のご臨席を賜り、出席者約１５０名により設立記念式典を開催しました。
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起工式 刈初の儀　瀬谷JFCC会長 鍬入の儀　豊田中経連会長

瀬谷ＪＦＣＣ会長 豊田中経連会長 北畑経済産業事務次官

神田愛知県知事 松原名古屋市長

設立記念式典 設立記念式典
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ナノ構造研究所における研究展開

ナノ構造研究所　所長代理
　主幹研究員　平山　司

1． はじめに

　中部産業振興協議会において、２００５年１１月、「も

のづくりの中心である中部にナノテクの推進力となる

公的研究機関をつくるべきである」、そして「新しい財

団の設立ではなく既存のファインセラミックスセンター

を最大限活用する」という趣旨の提言がなされた。いわ

ゆる「ナノテクセンター構想」である。この提言を受け、

ファインセラミックスセンター内で種々の議論を重ね

た末、「電子顕微鏡による微細構造解析」と「第一原理計

算による計算材料設計」を2本の柱とする基本計画を提

案した。その後、中部経済連合会との綿密な相談の元に

この案をブラッシュアップし、２００７年４月に正式

名称「ナノ構造研究所」としてめでたく船出するに至っ

た。本稿では、ナノ構造研究所の基本構想、研究所計画

の概要、事業内容等について解説する。

2． 基本構想

　基本構想を考えるにあたり、我々は「そもそも経済界

が設立する研究所では何をしなければならないのか」

という非常に基本的なところからすべての物事を考え

直した。経済界が設立するのであるから、企業に役立つ

ことをしなければならないのはほぼ自明である。しかし、

個々の企業が十分やれることをやっていても意味がな

い。結局の所、「企業が必要としながらも個々の企業で

はやることが困難であることをやらなければならない」

というある意味当然の結論に達した。では、それは何な

のかという問いの答えとして、我々は「電子顕微鏡」と「第

一原理計算」を挙げた。

　電子顕微鏡解析はもともとナノテクに重要な解析手

段と認識され、近年収差補正やホログラフィー技術に

革命的な進歩があったが、高度な専門的知識や技術ノ

ウハウが必要であり、装置は極端に高価（定価6億円以上？）

になりつつある。よって、各企業で保有し十分な技術を

醸成することがますます困難になってきている。また、

第一原理計算は、量子力学の基本的な原理のみを用い

て経験的要素を使わずに物質の構造や特性を算出する

手法であり、多くの企業が注目しながらも学問的要素

が強いために未だに使い手が多くは育っていない。以

上のことより、この2分野こそが今後の材料開発にとっ

て、「企業が必要としながらも個々の企業ではやること

が困難であること」であるとの結論を下した。そして、

さらに重要なことはこの2分野のコンビネーションに

は相乗効果があり、今後の材料開発に大きく貢献する

可能性が高いことである。たとえば、電子顕微鏡により

原子配列が解析されると、その原子配列がどのような

物性を生み出すかを第一原理計算で求めるのである。

これによって、新しい機能発現の解明をしたり、さらに

優れた特性を持つ材料の設計指針を理論的に得ること

ができる。以上記述した基本構想を図１に示す。そして

「世界最高レベルの解析力でものづくりを支援する」こ

とを基本理念として設定した。
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図１． ナノ構造研究所の基本構想
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3． 研究所計画の概要

　世界水準の研究所を形成するためには、資金も必要

であるし、なりより人材が最重要である。このたび、東

京大学の幾原雄一教授と京都大学の田中功教授には客

員主管研究員としてご指導を受けることになった。優

れた人材の新規採用も始まっている。現在電子顕微鏡

や計算に関してＪＦＣＣが保有する研究設備や人材を

すべて有効に活用することは当然であるが、今後さら

に研究力を強化するために、重要な要素技術を定め、購

入設備の仕様検討をし、電子顕微鏡棟の建設に着手した。

ここでは、その具体的な計画の概要を説明する。

3-1．ナノ構造研究所の要素技術

　電子顕微鏡という名がつくものには多くの種類があ

るが、我々が日々の研究で主に用いているものは透過

電子顕微鏡（ＴＥＭ）と呼ばれるタイプのものである。

電子顕微鏡の中では最も倍率や分解能が高いが、値段

も高く操作も難しい。現在ＪＦＣＣでは6台のＴＥＭを

保有している。比較的初心者向けのＴＥＭから、最新鋭

の高分解能分析ホログラフィー電子顕微鏡に至るまで

少しずつ性能や機能の違う機種を目的に応じて使い分

け、効率的な実験に役立てている。ナノ構造研究所では

今までに蓄積してきたＴＥＭ技術に加え、図2に示すよ

うな技術を要素技術と定め、調査や新規設備の仕様検

討を行っている。

（１）収差補正走査透過電子顕微鏡法

　収差補正走査透過電子顕微鏡法は、原子の大きさ以

下に細く絞った電子ビームを薄い試料上に走査し、試

料を透過した電子を検出器で捉え、その強度を入射電

子ビームの走査と同期させて原子配列像を得る手法で

ある。図3にその原理図を示す。近年ドイツやイギリス

で開発された「収差補正技術」によって、電子ビームを

原子サイズ以下に絞れるようになったために、非常に

明瞭な原子配列像が観察できるようになってきた。但し、

値段も大変高くなり、先述のように各企業で保有する

のは簡単ではない。

　図4にはアルミナ粒界に存在するイットリウム原子

が観察された例を示す1）。これはまだ収差補正装置を導

入する前に走査透過電子顕微鏡で得られた結果である。

アルミナにイットリウムをわずかに添加すると、クリー

プ強度が非常に高くなることが知られていたが、その

理由は定かではなかった。しかし、この観察で、イット

リウムは粒界に存在していることがわかった。さらに、

第一原理計算でそのイットリウム原子周辺の電荷密度

を求めると、共有結合性が強くなっており、本来弱かっ

た粒界を強い共有結合で強化していることが判明した。

すなわち、アルミナのクリープ強度がイットリウム添

加によって向上するメカニズムが解明されたのである。

現在は，イットリウム以外の元素がどんな効果を持つか、

あるいは2種以上の元素を添加したらどうなるかなど

を計算で予測しており、いわゆる「新材料開発の合理的

設計指針」が得られると期待されている。

図2． ナノ構造研究所の要素技術
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図3． 収差補正走査透過電子顕微鏡法の模式図

図4． アルミナ粒界の原子配列観察とクリープ強度向上メカニズムの解明
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（２）高感度ホログラフィー電子顕微鏡法

　電子線ホログラフィーを用いると、物質のみならず、

ミクロの領域の電場・磁場などを可視化することができ、

様々な材料の電磁気的機能を解析するのに非常に役立

つ。図5に電子線ホログラフィーの手法と解析例を示す。

　電子線ホログラフィーは2段階の結像方法である。ま

ず、第一段階では、電子顕微鏡を用いて「ホログラム」と

呼ばれる干渉縞を撮影する。次に、第二段階でホログラ

ムをコンピューター解析する。この手法で磁場を可視

化することができるので、たとえば磁石の磁性劣化機

構の研究などを行い、耐久力にすぐれた磁石の開発に

役立てることができるのではないかと考えている2）。ま

た、電場を観察できることを用いて、我々は最近半導体

の中に含まれるドーパント（高度な機能発現のために

半導体中に添加される微量元素）の分布を解析するこ

とに成功した3）。

いままではこのような解析方法がなかったので、半導

体分野ではおびただしい量と種類の試作を行い最適製

造条件を決定してきたが、この手法を用いると試作の

量を大幅に減らし、開発費の大幅な削減と開発のスピー

ドアップにつながる可能性が出てきた。現在、多くの企

業から共同研究や技術指導の要請を受け、忙しい日々

を送っている。純粋な科学研究として評価されるだけ

でなく、産業界に大きな貢献をすることができれば、こ

れ以上の喜びはない。

　ナノ構造研究所では、この「ミクロの電場・磁場解析」

を「ナノの電場・磁場解析」に高度化するために、電子顕

微鏡自体の設計を含めた新しい「高感度ホログラフィー

電子顕微鏡」の開発を行い、さらなるナノワールドへの

貢献を目指す。

図5． 電子線ホログラフィーの手法と解析例
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（３）環境制御型電子顕微鏡法

　透過電子顕微鏡の内部は通常常温で真空である。し

かし、高温で使用する材料は高温で解析すれば、あるい

はガス中で使用するものはガス中で観察すれば遙かに

有益な情報が得られると思われる。環境制御型電子顕

微鏡法とは、試料の使用環境や製造環境に近い環境を

電子顕微鏡内で作り出し、その環境下で観察・解析を行

うことによって、生きた情報を得る手法である。ＪＦＣ

Ｃにはレーザー加熱による２０００℃レベルまでの超

高温観察（１９９７年学会技術開発賞）や電子顕微鏡内

引っ張り試験によるセラミックスの破壊挙動の直接観

察などいくつかの先駆的研究成果があるが、これらを

さらに発展させる形で、新しい環境制御型電子顕微鏡

を開発導入すべく現在検討を重ねている。

（４）第一原理計算

　第一原理計算は「First principle calculations」の直訳で

ある。これは量子力学の基本原理（シュレディンガー方

程式）から出発し、経験則を入れずに物理現象を記述す

る手法である。これによって未知現象や人工的に今後

作り出す物質の物性などを予測することができる。た

とえば、結晶の粒界構造、電気特性・磁気特性、Ｘ線・可

視光などのスペクトルなどが計算可能である。ナノ構

造研究所では、特に結晶構造、粒界構造、誘電体物性な

どに重点を置き、計算手法のさらなる開発と物性予測

を通した材料開発への貢献を掲げて研究を展開する。

3-2　電子顕微鏡棟の新築

　現在のすべての電子顕微鏡室には、所狭しと電子顕

微鏡がならび、進行中の受託研究のためには一台も廃

却することはできない。よって、新しい4台の電子顕微

鏡導入のために、新建屋の建築に着手した。三階建て、

総床面積約９００m2程度のものであり、一階は振動対

策を施した4つの電子顕微鏡室、二階は試料準備室と画

像解析室、三階は研究員居室という構成になっている。

3-3　研究員の採用と育成

　現在ナノ構造研究所に勤務する研究職員は１０名余

であるが、2～3年の間に20名程度に増員する予定である。

しかし、最も重要なことは単に人数を増やすことでは

なく、優秀な人材を採用・育成することである。優秀な

人は、この研究所が優れた研究所であるという評価を

してはじめて応募してくるのである。研究所は研究員

を選び、研究員は研究所を選ぶ時代である。そういうセ

ンスで、研究員の採用と育成をしていきたいと思う。

（１）世界最先端水準の電子顕微鏡技術に関す
      る研究

　ナノ構造研究所では大きく分けて3つに事業を行う。

4． 事業内容

　企業における技術開発で、ある分析技術や解析技術

がないと前進できなくなることがたびたびあると聞く。

そのとき、必要な分析解析技術がはっきりしてからそ

の技術を開発しようとするのでは遅い。5年先、10年先

あるいはもっと先を真剣に睨み、今何を始めるべきか

を見定め、多少の異論があっても突き進むのが先進的

研究というものであろうと考える。ナノ構造研究所では、

先述の4つの要素技術を重要課題に設定し、世界水準で

通用するレベルの研究を行う。



Japan Fine Ceramics Center特集特集
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（２）高度な電子顕微鏡解析、計算による
      産業支援

　今までに行ってきたような、企業からの依頼による

研究や我々から企業への提案によって始まる研究を民

間受託研究として行う。ここでは企業の現実的ニーズ

を的確に捉え、産業貢献することを基本に研究を展開

する。従来の依頼試験も引き続き行う。

（３）オープンラボ

　これは、企業から研究員を派遣していただき、ＪＦＣ

Ｃの電子顕微鏡をフルに活用して企業の試料を解析し

ていただく制度である。ナノ構造研究所を企業の電子

顕微鏡解析分室としてご活用いただくものと言い換え

てもいい。ＪＦＣＣ職員は企業からの研究員のスキルアッ

プのために情報提供・技術訓練に積極的に協力する。図

6に概念図を示す。企業からオープンラボに参加してい

ただく方々のために、機密管理に配慮した個室も作ら

れる。

5． まとめ

　このたび、中部経済連合会の強力なご支援で、ナノ構

造研究所がスタートした。新しいナノテクノロジー時

代を迎え、経済界のリードで研究所が設立されたことは、

各方面で予想以上の話題になっているようである。筆

者も国際会議に出かけると、よくつかまって「どんな研

究所なんだ? 何をやるんだ?」と聞かれる。この研究所

で世界水準の研究成果が次々と出され、企業貢献がで

きるように、職員一同死力を尽くす覚悟である。また、

この研究所は産業にとって研究が何かという問いに対

する答えを出す社会実験でもあると思う。どうか皆様

の建設的できびしいご批判と暖かいご支援をお願いし

たい。

図6． オープンラボの概念図

参考文献
1) J. Buban, et al. Science, 311, 212-5 (2006).

2) T. Hirayama et al. Appl. Phys. Lett., 63, (3), 418-420 (1993).
3) Z.Wang et al. Appl. Phys. Lett., 80, (2), 246-248 (2002).
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理事会・評議員会の開催

６月１５日　第４４回評議員会及び第４５回理事会を開催しました。
平成１８年度事業報告、収支決算、役員の交代等の議案について承認されました。

○ 第４４回　評議員会
日　時　平成１９年６月１５日（金）１３：３０～１４：３０
場　所　ファインセラミックスセンター会議室
議　事　

○ 第４５回　理事会
日　時　平成１９年６月１５日（金）１５：３０～１６：４０
場　所　ファインセラミックスセンター会議室
議　事　

【審議事項】
１．特別会計の設定及び平成１９年度事業計画書・収支予算書の変更について
【議決事項】
１．理事の選任及び退任について
【報告事項】
１．役付理事の互選について
２．評議員の委嘱及び委嘱解除について
３．平成１８年度事業報告書及び決算書の報告について
４．ナノ構造研究所の状況報告

【議決事項】
１．平成１８年度事業報告書及び決算書の承認について
２．特別会計の設定及び平成１９年度事業計画書・
　　収支予算書の変更について
３．評議員の委嘱及び委嘱解除について
４．役付理事の互選について
【報告事項】
１．理事の選任及び退任について
２．ナノ構造研究所の状況報告

１． 理事の選任及び退任について

新任者の任期：平成１９年６月１６日～平成２０年３月３０日 （敬称略）

※社団法人中部経済連合会　川口文夫会長は、中部電力株式会社　代表取締役会長として理事就任済み
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新任

前任

※

前任

新任

前任

新任

前任

新任

前任

新任

前任

日本特殊陶業株式会社　代表取締役社長

日本特殊陶業株式会社　相談役

社団法人中部経済連合会　会長

中部電力株式会社　代表取締役会長

社団法人中部経済連合会　前会長

名古屋市　市民経済局　理事

名古屋市　前市民経済局　理事

愛知県中小企業団体中央会　会長

愛知県中小企業団体中央会　前会長

愛知県　産業労働部長

愛知県　前産業労働部長

社団法人中部経済連合会　専務理事

社団法人中部経済連合会　前副会長待遇専務理事

所属・役職

加　藤　倫　朗

金　川　重　信

川　口　文　夫

豊　田　芳　年

鈴　木　邦　尚

金　城　直　司

鶴　田　欣　也

佐々木　光　男

富　吉　賢　一

平　野　　　洋

山　内　拓　男

木　下　喜　揚



Japan Fine Ceramics Center

２００７年４月４日（水）～６日（金）東京ビッグサイトにおいて国際セラミックス総合展２００７が開催されまし
た。
『安全・安心社会を創るセキュアなセラミックスを目指して』をテーマに、企業・大学・団体合わせて９７機関１４０
小間と、前回より多い展示規模となりました。
今年は、住宅／情報・家電／自動車／環境・エネルギー

分野のセラミックス技術開発と応用分野を紹介するト
ピックスセミナーの開催、「ナノガラス」の開発と実用
化についてのシンポジウムの開催等様々な催し物も併
設されました。
『最新技術公開』、『製品情報収集』、『市場開拓の道』、『産
官学交流』、『ビジネスチャンスの場を創出』をキーワー
ドとした今回は、前回よりも来場者数が増加し、１１，
０７７名となり盛況でした。
当センターも日本セラミックス協会、日本ファイン

セラミックス協会とともに主催団体の一つとしてテー
マゾーンに出展しました。
今回のブース展示は、ＪＦＣＣの概要のほか、主要な

研究成果に重点を置き、成果のサンプル、ポスターなど
を展示するとともに配布物を用意したこともあり、多
数の来訪者に興味を示していただきました。
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国際セラミックス総合展２００７に出展

事業報告事業報告

トピックストピックス

２． 評議員の委嘱及び委嘱解除について

新任者の任期：平成１９年６月１６日～平成２０年３月３０日

内　山　　　誠

桜　井　正　俊

佐々木　　　明

籾　井　丈一郎

柳　川　久　治

日産自動車株式会社　総合研究所

社会フロンティア研究所　エキスパートリーダー

オーエスジー株式会社　常務取締役

三菱電機株式会社　先端技術総合研究所

環境・エネルギー・材料技術部門統轄

富士電機システムズ株式会社

中部支社　常務理事支社長

古河電気工業株式会社　横浜研究所長

所属・役職新任者氏名

田　中　義　政

大　沢　茂　樹

漆　畑　広　明

米　森　眞　二

柴　田　光　義

前任者氏名

（敬称略）



・日　時
・場　所
・入場料
・出　演

・曲　目

平成１９年１２月２２日（土）１８時開演
INAXライブミュージアム（常滑市）
２,５００円（ムジカセラミカ振興会会員は無料）
佐藤陽子（ヴァイオリン）、夢藤哲彦（ピアノ）、平野春海（箏）、
川本晃世（ピアノ）、池田直美（コロラチュラ　ソプラノ）、
西尾合唱団（混声合唱）、田中瑞穂（指揮、解説）、その他
現在、明るく楽しい雰囲気のコンサートとなるよう企画検討し
ています。

Japan Fine Ceramics Center
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５月１６日（水）　電気文化会館（名古屋市中区）において１８時から、ムジ
カセラミカ振興会総会を開催しました。

会議は杉野会長（（株）INAX代表取締役社長）の挨拶の後、審議に入りました。
議案は、平成１８年度「事業報告」と「収支決算」、平成１９年度「事業計画案」

と「収支予算案」の４件で、いずれも原案どおり可決されました。
事業報告では、２００６年４月２０日（水）第５回定期公演in名古屋の開催、

１２月１６日（土）INAXライブミュージアム「土・どろんこ館」（常滑市）での演
奏会のほか、 １１月１１日（土）に瀬戸市で開催された「新世紀工芸館フェス
タ２００６」に招かれて公演を行ったことも報告されました。

本年度の事業計画は、年２回の定期演奏会の開催、年４回の会報誌発行のほ
か、依頼に応じて随時演奏活動など行い、ムジカセラミカ音楽を体感していた
だくという活動を行っていくことが説明されました。

平成１９年度ムジカセラミカ振興会総会、第6回定期公演in名古屋の開催

１． 総会

総会終了後、１９時から電気文化会館ザ・コンサートホールでムジカセラミ
カ第6回定期公演in名古屋を開催しました。

プログラムは2部構成で、これまでと少し趣向を変え、第1ステージでは、ム
ジカセラミカアンサンブル、人形劇団むすび座と俳優たちによる音楽物語「天
使のかいかた」をミュージカルで上演しました。絵本を音楽で綴ったハートフ
ルな物語を小さなお子さんもいっしょに楽しく鑑賞していました。第2ステー
ジは、ファミリーで楽しむ夢のステージと題して、西　みほさんとムジカセラ
ミカアンサンブルが、歌、独奏、アンサンブルを交えながら「愛のあいさつ」、「マ
イメモリー」、「宵待草」ほか７曲を演奏しました。

２． 演奏会

「第８回ムジカセラミカコンサートin常滑」

３． インフォメーション

トピックストピックス

ムジカセラミカ振興会総会

ムジカセラミカ第6回定期演奏会1部

ムジカセラミカ第6回定期演奏会2部



～研究と創造に心を致し、
常に時流に先んずべし～

財団法人ファインセラミックスセンター
　常務理事　小　川　正　樹

　本年４月に、ＪＦＣＣに着任しました小川です。よろしくお願いいたします。着任の日が、ナノ構造研究所設立の日
でした。その後、ナノ構造研究所の起工式・設立記念式典なども行い、ＪＦＣＣの隣の公園の桜が迎えてくれてから、あ
っという間の２カ月でした。

　ＪＦＣＣのある「熱田」は私にとって大変親しみのある土地です。昔、父の仕事場が近くにあり、最近は、熱田神宮へ
の初詣、近くの大型ショッピングセンターやうなぎ屋にも家族でしばしば来ています。
　しかしながら、肝心のＪＦＣＣの事業内容についてはほとんど知識がなく、また今まで研究開発関連業務に触れた
こともありませんでした。出向元の中部電力では、電気料金改定や電気の営業、企画などの経験しかありません。
　
こんな私ですが、ぜひとも、皆様からのご指導・ご助言・ご協力を頂戴し、よりよいＪＦＣＣづくりに微力を尽くしてま
いりますので、よろしくお願いいたします。

　さて、ＪＦＣＣは、設立以来２０年以上経過し、多くの実績を出してきました。さまざまな国プロにチャレンジする
とともに、産業界のものづくりにも大いに貢献し、これらを通して研究レベルも相当程度高くなっています。
　しかしながら、受託収入を財団運営の中心とするＪＦＣＣとしては、現状に満足することなく、社会環境の大きな変
化を見通し、今後に向けての変革が必要です。

　この度、産・官・学の各方面からのご支援をいただき、ナノ構造研究所をスタートさせることができました。従前より
ＪＦＣＣで蓄積してきた材料全般にわたるナノ分野の評価解析技術を核に、研究設備・研究スタッフの大幅な充実・強
化を図っていきます。既存の材料技術研究所の研究力と併せ、新たなＪＦＣＣとして総合力を高め、また関連各機関等
とのネットワークも強化し、新材料開発等において高度化・多様化する新たなニーズに応えていかなければなりませ
ん。

　豊田佐吉翁の「研究と創造に心を致し、常に時流に先んずべし」との思いに学び、選ばれるＪＦＣＣ、存在価値のある
ＪＦＣＣを目指して行きたいと考えています。どうぞよろしくお願いいたします。

Japan Fine Ceramics Center就任挨拶就任挨拶
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Japan Fine Ceramics CenterJFCC の動きJFCC の動き

１　趣旨

２　主な改定内容

 　　ナノ構造研究所の発足やJFCCを取り巻く経営環境の変化を踏まえ、組織を改定した。

（１）ナノ構造研究所を設置する。
（２）組織運営の効率化を目指した業務分担の見直しと明確化を図る。
（３）意思決定の迅速化・効率化を図るために担務役員制を導入するとともに常勤役員会の機能を強化する。
（４）経営企画・研究企画を担う部署を一元化した「経営戦略部」を新設する。
（５）研究所長スタッフ機能を強化するため「研究統括部」を新設する。
（６）「選択と集中」を推進し研究分野のメリハリある再構築をする観点から、研究グループを大括り化する。

３　組織概略図

４　改定年月日

　　平成19年4月1日

平成１９年度　ＪＦＣＣ組織改定
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経営戦略部

営業部

常勤役員

材料技術研究所 研究統括部

エンバイロンメンタル・マテリアル部

エレクトロ・マテリアル部

リライアブル・マテリアル部

試験評価部

ナノスコピー・シミュレーション部ナノ構造研究所

事務局



Japan Fine Ceramics CenterJFCC の動きJFCC の動き

３月３１日付

　退職（自己都合）

　　材料技術研究所　研究第一部　主席研究員

　退職（嘱託期間満了）

　　事務局　参事

   　材料技術研究所　研究第一部　主任研究員待遇

   　材料技術研究所　研究第一部　副主任研究員待遇

   　材料技術研究所　研究第一部

   　材料技術研究所　研究第二部　主席研究員待遇

 

　出向元復帰

　　材料技術研究所　研究第一部　主任研究員

　　材料技術研究所　研究第一部　主任研究員

　　材料技術研究所　研究第二部　副主任研究員

　　材料技術研究所　研究第二部　副主任研究員

　　材料技術研究所　事業部　　　部長・主席研究員

４月１日付

　採用

　　ナノ構造研究所　ナノスコピー･シミュレーション部　主任研究員

　　ナノ構造研究所　ナノスコピー･シミュレーション部

　　事務局

　嘱託採用

　　材料技術研究所　エンバイロンメンタル・マテリアル部　副主任研究員待遇

　　材料技術研究所　エンバイロンメンタル・マテリアル部　副主任研究員待遇

　　ナノ構造研究所　ナノスコピー･シミュレーション部　副主任研究員待遇

　　ナノ構造研究所　ナノスコピー･シミュレーション部

　出向受入

　　経営戦略部　部長･主幹研究員 

　　材料技術研究所　研究統括部　担当部長・主席研究員

　客員研究員委嘱

　　客員主管研究員

　　客員主管研究員

　　客員研究員

　　客員研究員

　　客員研究員

楠　美智子

森　　頼康

池末　明生

MD Hasan Zahir

森　　　博

張　　炳國

 

布施　圭一  （東芝マテリアル（株））

白鳥　　晃  （（株）村田製作所）

間篠　謙一  （石川播磨重工業（株））

彦坂　英昭  （日本特殊陶業（株））

浅井　道生  （日本ガイシ（株））

森分　博紀

吉田　竜視

岡部　寛央

苗　　　蕾

松宮　正彦

山本　和生

黄　　　栄

荒川　健二  （トヨタ自動車（株）） 

今井　　修  （日本ガイシ（株））

田中　　功

楠　美智子

桑原　彰秀

佐藤　幸生

吉田　健太

人の動き
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Japan Fine Ceramics CenterJFCC の動きJFCC の動き

○　社団法人　日本セラミックス協会 　 学術賞

　　受賞者　： 岩本　雄二

　　受賞題目：「前駆体の化学構造設計を利用したケイ素系セラミックスの合成開発」

○　独立行政法人　新エネルギー・産業技術総合開発機構

　　nano　tech　2007　NEDOゾーン 　 最優秀技術賞　　

　　受賞者　： 財団法人　ファインセラミックスセンター

　　受賞題目：「ナノコーティング技術」

○　社団法人　日本金属学会 　 金属組織写真奨励賞

　　受賞者　： 山本　和生、藤田　武志（東北大）、林　靖彦（名工大）、徳永　智春（名工大）

　　受賞題目：「コバルト充填カーボンナノチューブの磁化測定」

○　社団法人　日本顕微鏡学会　奨励賞

　　受賞者　： 加藤　丈晴

　　受賞題目：「集束イオンビーム法によるＴＥＭ試料作製技術の応用」

表　彰
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４月３０日付

　退職（自己都合）

　　材料技術研究所　研究統括部　課長・主任研究員

　　材料技術研究所　エンバイロンメンタル・マテリアル部　主席研究員

５月１日付

　客員研究員委嘱

　　客員主管研究員

５月１５日付

　出向元復帰

　　ナノ構造研究所　ナノスコピー･シミュレーション部

６月１日付

　客員研究員委嘱

　　客員研究員

堀田　　禎

岩本　雄二

岩本　雄二

藤崎　真司　（日本ガイシ（株））

張　　炳國
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２００７年度JFCC研究成果発表会（第１９回）

15:00～15:45 （休憩）ポスターセッション  24件

14:15～14:30

専務理事・材料技術研究所長・ナノ構造研究所長　種村　榮

研究開発方針  

13:00～13:05

プログラム

東京会場 （7月4日 ： 科学技術館）

「 希少資源代替材料開発プロジェクトについて 」 経済産業省 製造産業局 ファインセラミックス室長　岩野　宏　氏

「 最先端電子顕微鏡と第一原理計算で加速する材料・デバイスの研究開発 ｣ ナノ構造研究所 所長代理　平山　司

理事長   野嶋　孝

材料技術研究所 主席研究員　田中　滋

材料技術研究所 副主任研究員　和田　匡史

主催者挨拶

13:05～13:40 特別講演

「 計算機援用によるセラミックス科学の新展開 」

京都大学大学院 工学研究科材料工学専攻 教授 ・ JFCC客員主管研究員　田中　功　氏

（株）ノリタケカンパニーリミテド 開発・技術本部 主任　吉野　泰　氏

13:40～14:15 特別講演

3. 「 ZnO系薄膜を用いた近赤外発光デバイスの研究 ｣16:30～16:45

4. 「 高温過熱水蒸気用ヒーターの開発と利用技術 ｣16:45～17:00

14:30～14:45 ナノ構造研究所紹介

1. 「 強誘電CaTiO3の第一原理計算 ｣ ナノ構造研究所 主任研究員　森分　博紀14:45～15:00 研究発表

2. 「 導電パスを内蔵したガスシール融着材の開発 ｣ 材料技術研究所 主任研究員　須田　聖一16:15～16:30 研究発表

「 電子ビームPVD法による熱遮蔽コーティングの航空機用エンジンへの適用をめざして（ナノコーティング技術プロジェクト） ｣

（株） IHI 航空宇宙事業本部　間篠　謙一　氏

16:00～16:15

「 高温水素分離膜モジュールの開発（高効率高温水素分離膜の開発プロジェクト） ｣15:45～16:00 国プロジェクト成果講演

14:25～15:30 （休憩）ポスターセッション  48件

13:40～13:55 専務理事・材料技術研究所長・ナノ構造研究所長　種村　榮研究開発方針  

13:00～13:05

名古屋会場 （7月11日 ： 名古屋国際会議場）

「 計算機援用によるセラミックス科学の新展開 」京都大学大学院 工学研究科材料工学専攻 教授 ・ JFCC客員主管研究員　田中　功　氏

「 最先端電子顕微鏡と第一原理計算で加速する材料・デバイスの研究開発 ｣ ナノ構造研究所 所長代理　平山　司

理事長   野嶋　孝

材料技術研究所 主席研究員　田中　滋

材料技術研究所 副主任研究員　和田　匡史

主催者挨拶

13:05～13:40 特別講演

（株）ノリタケカンパニーリミテド 開発・技術本部 主任　吉野　泰　氏

3. 「 ZnO系薄膜を用いた近赤外発光デバイスの研究 ｣16:30～16:45

4. 「 高温過熱水蒸気用ヒーターの開発と利用技術 ｣16:45～17:00

13:55～14:10 ナノ構造研究所紹介

1. 「 強誘電CaTiO3の第一原理計算 ｣ ナノ構造研究所 主任研究員　森分　博紀14:10～14:25 研究発表

2. 「 導電パスを内蔵したガスシール融着材の開発 ｣ 材料技術研究所 主任研究員　須田　聖一16:15～16:30 研究発表

「マルチセラミックス膜新断熱材料の開発プロジェクト等」 材料技術研究所　所長代理　松原　秀彰16:00～16:15 新規国プロジェクトの紹介

「 電子ビームPVD法による熱遮蔽コーティングの発電用ガスタービンへの適用をめざして（ナノコーティング技術プロジェクト） ｣

（株）東芝　電力・社会システム技術開発センター 主務　和田　国彦　氏

15:45～16:00

「 高温水素分離膜モジュールの開発（高効率高温水素分離膜の開発プロジェクト） ｣15:30～15:45 国プロジェクト成果講演

東京会場
日時
場所

定員

7月4日（水）１３：００～１７：００
科学技術館 地下1階「サイエンスホール」
東京都千代田区北の丸公園２－１　tel 03-3212-8448
200名

名古屋会場
日時
場所

定員

7月11日（水）１３：００～１７：００
名古屋国際会議場 1号館4階「レセプションホール」
名古屋市熱田区熱田西町１－１　tel 052-683-7711
300名

参加要項
●参加料 ： 無料（要申し込み）
●申し込み、問い合わせ先 ： （財）ファインセラミックスセンター　研究統括部

E-mail ： kenpatsu０７@jfcc.or.jp　　TEL ： 052-871-3500　　FAX ： 052-871-3599　　URL ： http://www.jfcc.or.jp


